
（別紙３）

～ R7年　１０月　３１日

（対象者数） 20 （回答者数）
15

～ R７年　１０月　３１日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
支援内容や対応に関する理解や技術の向上、統一された支

援。

2
レクリエーションの内容の充実、目的を持った内容の立案を

意識する。

3
発達差がある事を踏まえて、集団活動を楽しめる機会を増や

していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
共通理解・共通認識・統一された支援・スキルの幅を広げる

こと。

2
ホームページの情報や評価表結果などの存在を周知してもら

うこと。

3

○事業所名 放課後等デイサービスSES吉田すみよし校

○保護者評価実施期間
R7年　１０月　１０日

○保護者評価有効回答数

R７年　１０月　１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　１１月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員の資質の向上 児童の特性の捉え方・支援や対応のスキルの向上。

ホームページの情報や評価表結果の周知 SNSに発信後その都度の声かけが必要。

職員間の協力体制

活動や行事、レクレーションの立案や支援為の話し合いを職員

全員で参画出来るようにし、協力体制をとって分担しながら支

援に取り組めるようにしている。

行事やレクの立案
行事やレクは、子どもたちの意見も取り入れながら誰もが楽し

んで参加できるよう立案・実施ができるよう心がけている。

異年齢・異学校間の集団活動への参加

色々な学校から異学年の子どもたちが利用している中で、集団

活動に参加することで多様な関りの経験を楽しく積んでいける

よう活動内容などを工夫している。

事業所における自己評価総括表公表


